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法  人 
熊本県社会福祉協議会 

熊本市中央区南千反畑町3-7／TEL(096)324-5454  

https://www.fukushi-kumamoto.or.jp/ 

市民後見人等への意思決定支援研修を開催 

 11月８日(水)、「市民後見人等への意思決定支援研修」を開催し、市町村職員や市町村社協職員、

市民後見人など100名が参加しました。本研修会は熊本県立劇場での集合型とオンライン型を併用

し、午前中は、日本意思決定支援ネットワーク 代表理事の名川勝氏から、「権利擁護と意思決定

支援」をテーマにオンライン講義をいただきました。 

 午後からは、成年後見センター・リーガルサポート熊本支部 司法書

士の井上広子氏と熊本県社会福祉士会 認定社会福祉士の紫藤千子氏

を講師に迎えて、「身上監護・財産管理に関する意思決定支援」につい

て、演習を交えてお話しいただきました。グループワークでは、事例

を基にグループで支援方法を検討し、実践的な理解を深めました。 

民生委員児童委員活動の充実・強化を図るために ～民生委員児童委員大学講座を開催～ 

 11月27日(月)から29日(水)までの３日間、県民児協と本会の共催により、｢熊本県民生委員児童

委員大学講座｣を開催し、県内の民生委員児童委員31名が参加しました。 

 大学講座では、認知症サポーター養成講座や人権問題に関する講座など10科目の講義とグルー

プ協議により、民生委員・児童委員活動に必要な専門知識を深めるとと

もに、他地域の委員との情報交換や課題の共有を行いました。 

 講義後の質疑やグループ協議では、参加者から積極的に意見が出さ

れ、充実した講座となりました。また、最終日の閉講式では、全過程に

出席した受講者へ修了証が授与されました。 

第14回火の国ボランティアフェスティバル人吉球磨を開催 

11月25日(土)、人吉スポーツパレスで「第14回火の国ボランティアフェステ

ィバル」が開催され、ボランティアや福祉関係者など約800名が参加しました。

コロナ禍のため、令和元年度以降は中止やオンラインでの開催でしたが、４年

ぶりに大会会場にボランティアが集い、活気ある発表や交流が行われました。 

 午前中は、令和２年７月豪雨のボランティア活動に尽力

された、ひまわり亭の本田節氏の講演、午後は、人吉球磨地域の４つのボラン

ティア団体からの発表やアトラクション等が行われました。 

 閉会では、次期開催地の阿蘇ブロックボランティア連絡協議会へ大会フラッ

グが引継がれ、最後は全員で球磨川の歌を合唱するなど、大きな盛り上がりの

中、幕を閉じました。 

就活のための福祉業界研究セミナー：高齢者福祉編を開催 

11月25日(土)、県総合福祉センターで「就活のための福祉業界研究セミナー：高齢者福祉

編」を開催し、福祉分野を目指す学生や求職者等23名が参加しました。 

セッション１では、「社会福祉の現状を知る」というテーマで、リデルラ

イトホーム施設長石本淳也氏から、社会福祉の現状について講話が行われ、

地域社会や異業種との関わりを理解する内容となりました。また、セッショ

ン２では、「高齢者福祉分野を知る」と題し、あやの里介護福祉士西和敏氏

から、職場や職種、多職種・地域連携等についての説明がありました。参加

者は、就職活動に必要な福祉業界の情報を得ることができました。 

【本田 節 氏】 
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【寄贈式の様子】 

生活支援コーディネーター連絡会議(県北・県央・県南ブロック)を開催 

11月16日(木)・17日(金)の両日、生活支援コーディネーター連

絡会議を、県北、県央、県南の３ブロックに分けてオンラインで

開催し、計88名が参加しました。 

参加者は、事前学習として、県認知症対策・地域ケア推進課の

｢生活支援体制整備事業の概要と生活支援コーディネーターの役

割について｣の動画を視聴したうえで会議に出席しました。 

会議では、グループに分かれ、活動状況の共有や課題の検討などについて活発な意見交換が行わ

れました。出席者からは、｢他の市町村の取組みが参考になった｣、｢横のつながりができてよかっ

た｣などの感想が寄せられ、生活支援コーディネーターのネットワーク構築の場となりました。 

九州社会就労センター（セルプ）研究大会を熊本で開催 

 11月16日(木)・17日(金)の両日、くまもと森都心プラザで「九州

社会就労センター(セルプ)研究大会」を開催し、九州各県から241名

の参加がありました。本大会は「『支援のチカラ』～希望の実現のた

めに～」をテーマとし、４年ぶりの集合型での開催ということもあ

り、活発な交流が行われました。また、県内の社会就労施設の商品

等の販売会も実施され、大いに盛り上がりました。 

 大会１日目は、全国社会就労センター協議会会長の叶義文氏から、障害者福祉を取り巻く動向

等について基調報告をいただきました。また、厚生労働省障害福祉課就労支援係長の小松伸章氏

から、障害福祉サービス等報酬改定について行政説明が行われました。その後は、３つの研究部

会に分かれ、事例発表や講演が行われました。 

 大会２日目は、(株)アマーイズ代表取締役の山本忍氏から、「『主語を“自分”にして生きよう』

～自分と相手のオンリーワンを見つけるホスピタリティ～」と題して記念講演が行われ、利用者

の自己実現に向けた支援のチカラを高めるための学びを深めた大会となりました。 

会計基準の基礎を学ぶ ～社会福祉法人新任職員会計実務研修会～ 

11月８日(水)、県医師会館で｢社会福祉法人新任職員会計実務研修

会｣を開催し、社会福祉法人の新任会計担当者95名が参加しました。 

 研修会では、本会の社会福祉法人経営相談

事業専門相談員で公認会計士の立石和裕氏

から、社会福祉法人会計基準の構成や経理事

務の概要、具体的な実務など、会計事務の基

礎について事例を交えながらお話しいただ

きました。参加者からは、「大変わかりやすい講義で基礎的なことを

確認することができた」、「限られた時間だったが、今後の実務に大

いに役立つ内容だった」などの感想が寄せられました。 

車椅子を寄贈いただきました ～住友生命保険相互会社熊本支社・同労働組合様～ 

 11月７日(木)、住友生命保険相互会社熊本支社様並びに同労働組

合熊本支部様から、市町村社協へ５台の車椅子が寄贈されました。

市町村社協への車椅子の寄贈は、平成12年度から毎年行われており、

本年度で合計149台となります。 

寄贈された車椅子は、高齢者や障がい者の社会参加のための貸出

しや外出支援をはじめ、様々な福祉活動に活かされています。 

〔本年度寄贈先〕熊本支社様から２台 五木村、長洲町 

労働組合様から３台 菊池市、南小国町、益城町 

【立石和裕氏】 
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各課トピックス   ＊お問合せは、県社協各課まで 

 

 

総 務 企 画 課 福 祉 資 金 課 

TEL 096-324-5454 ／ FAX 096-355-5440 TEL 096-223-6762／ FAX 096-324-5456 

◆各種協議会会長会議及び第２回評議員会 

   並びに役員・評議員等研修会のご案内◆ 

期 日 令和５年12月20日(水) 

会 場 ＫＫＲホテル熊本 

○各種協議会会長会議   13:30～14:30 

○第２回評議員会     15:10～16:10 

○役員・評議員等研修会 16:20～17:20 

○情報交換会      17:30～19:00 

◆教育支援資金(教育支援費)貸付のご案内◆ 

令和６年度入学予定者の学費等を対象とする教

育支援費については､次のとおり取扱います。 

受 付 原則として入学(入校)の２か月前から  

※納入期限によっては早期受付可能 

要 件 本資金の申込みと併せて、日本学生支援機

構(給付型・第一種)、県育英資金等の他の奨学金

を申込んでいただく必要があります。  

地 域 福 祉 課 地 域 福 祉 権 利 擁 護 セ ン タ ー 

TEL 096-324-5470／ FAX 096-355-5440 TEL 096-324-5474 ／ FAX 096-355-5440 

◆地域福祉実践アドバイザー派遣事業 

実施のご案内(再周知)◆ 

地域福祉活動の推進や総合相談体制強化のため、

市町村社協が希望する県内外の専門家等をアドバイ

ザーとして派遣しています。 

詳細については、別途送付している通知文書をご

確認いただき、事業の利用を希望の場合は、地域福祉

課へご連絡ください。 

◆リーフレットをリニューアルしました◆ 

 「地域福祉権利擁護事業」の概要

や契約までの流れを説明するため

のリーフレットをリニューアルし

ました。 

 相談者への説明用や、各市町村社

協で開催される研修会などでご活

用ください。 

ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー 施 設 団 体 支 援 課 

TEL 096-324-5436 ／ FAX 096-324-5427 TEL 096-324-5462／ FAX 096-355-5440 

◆ビデオライブラリーのご案内◆ 

  ボランティアセンターでは、社会福祉の啓発や

ボランティア活動の参加促進を目的として、福祉

関係 DVD ソフトの貸出を行っています。 

 DVD ソフトの種類や貸出に関する注意事項は、本

会ホームページ内の「書籍(福祉の本)・ビデオラ

イブラリー」に記載していますので、研修会等に

ご活用ください。 

◆生計困難者レスキュー事業のご案内◆ 

 本事業は、事業実施法人に指定された県経営協会

員法人が社会福祉法人の社会貢献活動として、社協

や行政機関と連携し、生計困難者が公的な制度やサ

ービスなどを受けられるまでの間、必要に応じて生

活必需品の給付、一時的な住まいや食事の提供等の

経済的援助を行うものです。 

※詳細は、当課へお問い合わせください。 

 福 祉 人 材 ・ 研 修 セ ン タ ー ご 案 内 

TEL 096-322-8077 ／ FAX 096-324-5464 ◆「社会福祉手帳2024年版」頒布のご案内◆ 

価 格 １冊700円（税込み） 

送 料 ９冊まで 250円から650円 

10冊以上 無料 

資料編 社会福祉法等の法令、県関係

機関、県内外社協、県内の施

設・団体等の名簿など豊富な

資料を掲載しています。 

※詳細は、本会ホームページをご覧ください。 

◆介護の仕事「基礎講座」のご案内◆ 

日 時 令和６年１月27日(土) 

13:00～16:15 

場 所 県総合福祉センター 

内 容 介護に関する基礎知識、 

介護の基本 

講 師 認定社会福祉士 紫藤千子 氏 

対象者 介護の仕事や職場に関心がある方など 


